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城戸かれんさん＆上野通明さん応援レポート
シャネル・ピグマリオン・デイズ

2016年２月27日（土） シャネルネクサスホール

若手アーティストが芸術を極めていく過程を支援

「シャネル・ピグマリオン・デイズ」。

東京・銀座のシャネルビル内のシャネル・ネクサ
ス・ホールにて、若手のアーティストに演奏機会
を提供するプログラムである。
毎年５名ほどの若手演奏家を支援しており、
2016年は５名の中に、チェロの上野通明さん、

ヴァイオリンの城戸かれんさんの財団奨学生２
名が選出された。各々、シャネル・ネクサス・ホー
ルにて年６回の演奏機会を得ることになる。

演奏会の名称は、シャネル社創始者であるガブ
リエル・シャネルが「ピグマリオンだった」といわ
れていることからのネーミングである。

「ピグマリオン」とは、ギリシャ神話に登場する彫
刻の名人の名前。彼は自分の掘った美女の像
に恋し、ついには神からその像に命を与えられ
る。これが語源となり、「ピグマリオン」は「才能を
信じ、支援して、開花させる人」を示す言葉とされ
ている。

無名時代の芸術家達の支援を続けた「ピグマリ
オン」ガブリエル・シャネル。「シャネル・ピグマリ
オン・デイズ」は、そのスピリットを踏襲している。

ちなみに、シャネルが支援した無名時代の芸術
家には、パブロ・ピカソ、イーゴリ・ストラヴィンス
キー、レイモン・ラディゲ、ルキノ・ヴィスコンティ、
ジャン・コクトーら、そうそうたる名前が並ぶ。

シャネル社ホームーページの「シャネル・ピグマ
リオン・デイズ」の箇所には、城戸さんと上野さん
の写真が掲載されている。シャネル社の方によ
りヘアメイクが施術され、いつもと異なる雰囲気
が新鮮だ。毎回のコンサート時にも、シャネル社
の方々によるヘアメイクが行われるそうだ。

会場のシャネル・ネクサス・ホール。

ブランドロゴと同様に、黒と白で統一された
ホールはとてもシックな空間。プログラムも黒を
基調に制作されている。

本日は、マチネ（昼の部）に城戸さん、ソワレ
（夜の部）に上野さんが登場。城戸さんは本日
が初回、上野さんは先週に続き２回目の演奏
となる。

６回の演奏会のプログラムは、各々のアーティ
ストの自由に任されている。テーマ構成や選曲
にも興味がわく演奏会だ。
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マチネ：城戸さん 初回はフランスの香りとともに

城戸さんが登場し、マチネが始まる。本日のピア
ノはパリに留学中の務川慧悟さん。

１曲目、サン＝サーンスのヴァイオリン・ソナタ第
１番。印象深い曲調と難易度の高さから、サン=
サーンスの室内楽の代表作とされている。
始まりは哀しげな影のある旋律から。ヴァイオリ
ンとピアノとの掛け合いが美しい。だんだんとク
レッシェンドしていく強い音、繰り返される主旋律、
芯のある音がホールによく響く。後半に向けて軽
快に、そして終楽章は華麗に伸びやかに輝かしく。
超絶技巧の技量も迫力も満点に、初披露曲を聴
かせてくれた。

１曲目を終え、マイクを持ってご挨拶。
本日の城戸さんはアップスタイルでぐっと大人っ
ぽい印象。シャネル社の方によるヘアメイクとブ
ルーのドレスが決まっている。
「・・・本日が初回となります。これまでのどの舞台
よりも大変に緊張しています」と控えめなスタート。
「６回を通して、様々な時代や国など、テーマを決
めて構成していきたいと思っています」
「本日は、『CHANEL』ですので、フランス音楽を選
んでみました。ピアノも、フランスに留学中の先輩
である務川さんにお願いしました」
「６回を通して、一歩一歩成長していけたら・・・と
思います」

次の曲はフランクの「ピアノとヴァイオリンのため
のソナタ」。友人イザイの結婚式に献呈したという
この曲、夫婦の人生をあらわしているのだそうだ。
出会いのおとなしげな旋律、一転ぶつかりあうよ
うな太くはじける旋律、しっとり聴かせる低音のピ
アニシモ、そして終楽章は情感たっぷりに。
気品ある高音、抑えた低音、凛とした音色に客席
もうっとり。名曲を見事に弾きあげた。

アンコールにはマスネの「タイス」の瞑想曲をしっ
とりと。

終演した城戸さん、緊張から解放され、ホール出
口にて、にこやかにお客様をお見送りしてマチネ
終了。

<演奏会概要>
マチネ（昼の部）
◆出演
城戸かれん（ヴァイオリン）
務川慧悟（ピアノ）
◆プログラム
サン＝サーンス：ヴァイオリン・ソナタ第１番
ニ短調作品75
フランク：ピアノとヴァイオリンのためのソナタ
イ長調
アンコール曲マスネ：「タイス」の瞑想曲
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ソワレ：上野さん バッハの無伴奏ソナタ６曲を６回で

１時間ほどあいて、夜の部、ソワレのお客様の入場
が始まる。上野さんの登場は、先週に続き２回目。
１回目の好評を受け、客席の期待も高まる。

まずは上野さん１人で舞台へ。
最初の曲はバッハの無伴奏チェロ組曲第２番。
バッハの無伴奏チェロ組曲は全部で６曲あり、チェ
ロの「バイブル的存在となる楽曲として評価され、
多くの演奏家の金字塔になっている」 （プログラム
楽曲解説より引用）。上野さんは、全６回の演奏会
で、この無伴奏チェロ組曲１番～６番を毎回１つず
つ聴かせてくれるプログラムを組んでいる（なお、
組曲おのおのは６曲の舞曲で構成されている）。

組曲が始まる。
寂しげな風情の１曲目。低い重音が印象的。伸び
やかに、深みのある音色がホール全体に響き渡る。
厳かな曲調のなかにも、早い指使いの軽快な旋律、
ゆったりとした旋律、低音をひびかせ、ぐいぐいと
乗っていく。終曲は重音の美しさとラストにむけて
の熱情あふれる演奏。バッハの世界を見事に弾き
きってくれた。

小休憩ののち、上野さんは、ピアノの山西遼さんと
ともに再び登場。マイクを持ってご挨拶。
「・・・年間６回のプログラムは、毎回バッハの無伴
奏と好きなソナタの組み合わせで構成しようと思っ
ています」
「シンプルな構成ですが、毎回丁寧に演奏していき
ますので、楽しんでいただければうれしいです」

先週の初回演奏会はバッハの無伴奏１番とブラー
ムスのチェロソナタ第1番というプログラム。

今回は、無伴奏第２番とやはりブラームスのチェロ
ソナタ第２番というプログラムが組まれている。

ブラームスのチェロソナタが始まる。

華麗な入りからチェロの音が響く。弱い音、力強
い音の対比も美しく。ピアノとの旋律の追いかけ、
ピッチカートで渋くはじける低い音の調べ、妖しく
弾む音、繰り返される美しい主旋律。終楽章まで
のびやかに歌いこみ、スケール感のある演奏を
聴かせてくれた。

アンコール曲は、ブラームスの「６つの歌曲から
「愛のまこと」。 「歌曲ですので歌詞を想像しな
がらチェロの音を聴いていただければ」と美しい
旋律を奏でてくれた。

<演奏会概要>
ソワレ （夜の部）
◆出演
上野通明（チェロ）
山西遼（ピアノ）
◆プログラム
バッハ：無伴奏チェロ組曲第２番ニ短調

BWV 1008
ブラームス：チェロ・ソナタ第２番ヘ長調

作品99
アンコール曲ブラームス：

６つの歌曲から「愛のまこと」

上野さんの演奏時、客席には演奏を終えた
城戸さんの姿も。上野さんのリハーサル時に、
「この曲、大好きなんです。弾いてみたいくら
い」とつぶやいていたが、予定を変更して客
席に。
上野さんの演奏を客席で聴き入る城戸さん、
若き音楽家たちの幼き頃からの切磋琢磨を
かいまみたような。
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全６回の演奏会。成長や変化を感じながら
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の２人に話を聞いた。

城戸かれんさん
－初回、いかがでしたか；

「・・・この演奏会は『型』や『雰囲気』が確立して
いるので、人生で一番緊張しました。初回という
こともありましたし・・・」

「『素』ではなく『演じて魅せる』ということにも重き
がおかれていて」

「普段あまり着眼する機会のない、歩き方から
MC（マイクをもってのご挨拶）まで、演奏以外の

部分もたくさんご指導いただき、いろいろ学ぶこ
との多い本番でした」

アーティストとしての立場をぐっと自覚するきっ
かけとなったもよう。

－本日の選曲は；

「・・・フランス音楽の中でも、ピアノとのやりとり
が面白い曲を選びました。サン=サーンスは、
初披露です・・・」
－終楽章、熱い演奏でしたね；
「・・心臓が止まるかと思いました（笑）」

「緊張もあって、思い通りの音が出せない部分も
あったのですが、後半のフランクは楽しんで弾け
ました」

演奏でこころがけているのは、人間味のある感
動をということ、演奏するときには「こう弾こう」と
は考えていないという城戸さん、感じるがまま、
感性に満ちた演奏が魅力的であった。

上野通明さん
－２回目を終えられて；

「・・・ホールも、お客様も、いつもとは違った雰囲
気のコンサートで。今日は２回目なので、前回よ
りはのびのびできたように思います。苦手なMC
があると、そちらに気をとられてしまって（笑）」

－統一感のあるテーマ構成ですね；

「・・・バッハと、もう１曲は、自分を知っていただく
には、まずはこれと思ったブラームスのソナタを
２回続けて選んでみました」

「シンプルの極みのようなプログラムですが、一
回一回丁寧に作り上げ、自分の出す一音一音に
よって自分を知っていただけるように演奏したい
です」

城戸さん、上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

ピアノの務川慧悟さんと

上野さんはパラグアイ生まれ。駐日パラグアイ大使の
トヨトシ・ナオユキ氏（中）、 ピアノの山西遼さん（左）と

城戸さんの舞台ドレス姿。
ホール入口にて
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【コンサート・プログラム マチネ：城戸かれんさん 表表紙～P.2】
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【コンサート・プログラム マチネ：城戸かれんさん P.3～P.6】
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【コンサート・プログラム ソワレ：上野通明さん 表表紙～P.2】
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【コンサート・プログラム ソワレ：上野通明さん P.3～P.6】


